
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月３日、グリーン会館にて「2012 年パート春闘おしゃべり学習交流会」を開催し、４３名が参加し

ました。学習会は、関西勤労協の槙野理啓さんから「労働組合はすごいぞ！ 元気に春闘をたたかお

う！」と題してクイズ形式で分かりやすく話していただきました。「商品の価格はどうやって決まる」「パ

ート・非常勤にふさわしい賃金は」「労働組合をつくるとなにができる」などの問いに参加者も引き込

まれていくようでした。「おかしいことをおかしいと言えないのが資本主義であり、正々堂々と言える

ことが大切。」「労働組合は個人の利益を守るだけではなくみんなの利益を守る組織」「みんながまとも

な雇用にするため、労働組合の役員や一部の人にまかせるのではなく、ひとりひとりが自分で考えてい

くことが求められる。」と強調され、参加者も頷いて聞いていました。 

 瀬戸事務局長からの 2012 年パート・非常勤連絡会春闘方針提起のあとは、毎年恒例のグループに分

かれておしゃべり交流会を行いました。今回は、例年より時間をとりましたが、それでも時間が足りな

くなくなるくらい話が盛り上がりました。 

 

                         ・毎日の忙しさに(雇用について)ついつい忘 

れがちになるが、「もっと勉強しないと」

と思いました。 

  ・職場をこえ、交流することをはじめること 

                           から矛盾を矛盾ととらえ連携することに 

                           つながると思います。 

 ・参加してみていろんな話が聞けたし、やは                         

りどこも苦しい事情があるので参加して 

                           良かったと思います。 

・「一人ひとりが考えないといけない。他人まかせてはいけない。」これが印象に残った。 

・春闘始まりました。かなり厳しい事になりそうですがあきらめず闘っていきたいと思います。 

 

 



 

 

 

 

 

 2 月１０日の中央総行動には、パート・非常勤連絡

会から８名が参加しました。前泊をして池袋での早朝

宣伝から議員要請行動や銀座パレードなど元気に参

加してきました。 

 最後の日本経団連前は、多くの労働者で包囲をする

中、資生堂アンフィニや仙台ソニーで解雇撤回をたた

かう仲間から「あなた達の溜めこんだ内部留保は私た

ちの血と汗の結晶だ。」「労働者を簡単に雇止めするの

は許さない」「私たちもあなた達と同じように明日の

生活があるのです。」と力強く訴えられました。 

 

 

  

 


